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について、さらにヒアリングをおこなった。この 2 グループは、子どもが 18 歳以上で






























































 性別は、「女性」が 45.6％、「男性」は 51.5％であった。 
 










 年齢は記述があった 64 件から平均年齢を算出すると、21.09 歳（標準偏差 11.031）
であり、最尐年齢は７歳、最高年齢が 45 歳であった。 
 
【図表３-1 障害のある子どもの年齢層：総数 68 人 























＊障害児は 18 歳未満の者、障害者は 18 歳以上の者。 
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問 4-1 障害者手帳 
ほぼ全員が手帳保持。                               
 障害者手帳は無回答が 2.9％あるが、それ以外の回答はすべて「もっている」97.1％で
あった。 








問 4-2 障害者手帳の種別 
手帳保持者の 9 割近くは身体障害者手帳 1 級。                                  
 障害者手帳をもっていると回答した 66 人に対して障害者手帳の種別および等級をたず
ねた。その結果、もっている障害者手帳は、「身体障害者手帳（1 級）」が 89.4％で最も多
く、次いで「療育手帳（A）」が 56.1％、「身体障害者手帳（2 級）」が 7.6％、「療育手帳（B1）」
が 4.5％、「療育手帳（B2）」が 3.0％、「身体障害者手帳（3 級）」が 1.5％、「身体障害者手
帳（4 級）」が 1.5％であった。 



















問 5-1 障害程度区分認定 
 障害程度区分認定は、「受けている」は 47.1％、「受けていない」が 35.3％であった。 
 












問 5-2 障害程度区分認定の区分 
 障害程度区分認定を受けている 32人に対して、障害程度区分認定の区分をたずねた。
その結果、障害程度区分認定では、「障害程度区分 6」が 75.0％でもっとも多く、次い
で「障害程度区分 1」が 12.5％、「障害程度区分 5」と「障害程度区分 3」が各々3.1％
であった。 
 
















問 6-1 コミュニケーション 
4 人に３人が、意思伝達に制限がある。                       
 どのような相手に対しても、自分の意思を伝えることができるかについては、「でき
ない」が 72.1％、「できる」が 25.0％であった。 
 















問 6-2 コミュニケーション 


















問 7-1 コミュニケーション 
誰の話でも理解できる人が半分いる。                        




















問 7-2 コミュニケーション 













問 8-1 医療的ケア 
 6 割の人が医療的ケアが必要。                        
医療的ケアの必要性については、「ある」が 61.8％、「ない」は 36.8％であった。 
 































問 8-2 医療的ケア 
必要な医療的ケアは、けいれん、吸引、胃ろう、気管切開など。                    
 医療的ケアを必要と回答した 42 人に対してケアの内容をたずねた。その結果、必要
とする医療的ケアでは「けいれん発作を起こすことがあり対応が必要である」が 70.7％
でもっとも多く、次いで「痰の吸引が必要である」が 29.3％、「胃ろうで栄養注入が必
要である」が 17.1％、「気管切開をしている」が 4.9％、「その他」が 29.3％であった。 
 
【図表 8-3 必要な医療的ケアの内容】 





















【図表 8-4 必要な医療的ケアの内容】 






























問 9-1 医療的ケアと福祉サービス 




【図表 9-1 医療的ケアを理由とする福祉サービスの利用困難の経験】 








問 9-2 医療的ケアと福祉サービス 
 福祉サービスの利用を断られたことのある 9 人に対して、断られたサービスの種類
とその理由についてたずねた。その結果、「ホームヘルプ（居宅介護）」の利用を断ら
れた人が 7 人、「ショートステイ」の利用を断られた人が 2 人であった。また、その断
られた理由は「胃ろうをつけているから」が 6 人、「食事に時間がかかるから」が 2 人、
「吸入・吸引が必要だから」が 1 人であった。 
 
【図表 9-2 医療的ケアを理由に福祉サービス利用を断られたサービス】 












問 10 生活の場所 
ほぼ全員「親と同居」。                         
 現在の住まいの場は、「親と同居」が 95.6％、「その他」が 4.4％であった。 





































問 13 生活の場所 
好んでいることについては、以下のような記述があった。 
＜記述例＞ 
















きよしさんの CD を聞いたりしています。  
・トランポリンなどすこ～し刺激のある遊び。 
・オセロ・畑での農作業・ジュース。 
・PC で囲碁・将棋。TV のお笑い、対局番組。 
・絵本をめくる・歌を歌ってもらう（歌ののっている本のページが分かっている













・誰かと一緒に本を読んだりすることが一番好きです。                                                                                    
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問 14 福祉サービス 
 現在、利用している福祉サービスでは、「ガイドヘルパー（移動支援）」が 61.8％（42
人）でもっとも多く、次いで「ホームヘルパー」が 51.5％（35 人）、「デイサービス（身
体障害者支援センターなど）」が 47.1％（32 人）、「ショートステイ」が 25.0％（17 人）、
「日中一時支援（ピノキオなど）」が 16.2％（11 人）、「その他」が 1.5％（1 人）であ
り、「福祉サービスは利用していない」が 11.8％（8 人）であった。 
 
【図表 14-1 現在利用している福祉サービス】 


































問 15 福祉サービス 
10 人中 4 人の人が、「急な福祉サービスが利用できなくて困っている」。        









【図表 15-1 福祉サービス利用にともなう困難点】 

























































「医療的ケアが必要な人」ほど、困っていることが多い。             
 福祉サービスの利用で困っていることについて、医療的ケアの必要な家族群（36 人）
と医療的ケアの必要でない家族群（19 人）に分けて集計した。医療的ケアが必要な家
族群 36 人のうち約 6 割が「急な福祉サービスを利用できないこと」を、約 4 割が「送
迎が必要であること」を困っていることとしてあげている。一方、医療的ケアが不必









【図表 15-3 医療的ケアの必要度別：福祉サービス利用にともなう困難点】 




























問 16 福祉サービス＿ホームヘルパーの利用 
ホームヘルパーを利用している家庭は、半分以下。                  









































問 17 福祉サービス＿ホームヘルパーの利用 
ヘルパーに依頼する内容は限られている。                           


















問 18 福祉サービス＿ホームヘルパーの利用 





































問 20 福祉サービス＿宝塚市 







































問 21 今後の生活＿親離れ・子離れ 
8 割の人が「親離れ・子離れ」を考えている。                   

























問 22 今後の生活＿親離れ・子離れ 













問 23 今後の生活＿親離れ・子離れ 
5 割の人が「グループホーム/ケアホーム」を希望。            
 障害のある子と離れて暮らしていることを想像したことがあると回答した 42 人に対し
て、障害のある子と離れて暮らしている場合、どこで暮らすのがよいと思うかについてた
ずねた。その結果、「グループホーム・ケアホーム」が 50.0％でもっとも多く、次いで「入




【図表 23-1 離れて暮らす場所の予測】 





























問 24 今後の生活＿親離れ・子離れ 
24 時間以上、子どもをヘルパーにまかせることができるお母さんは 5 割。                
 障害のある本人 1 人を除く 67 人の回答者に対して、ヘルパーを 24 時間利用できるなら
ば、どれくらいの間家族がいなくても、一人で自宅にて生活ができると思うかについてた
ずねた。その結果、＜ヘルパーを利用できれば、3 時間以上 24 時間未満ならひとりで
生活できると思う＞が 29.9％でもっとも多く、次いで＜ヘルパーを利用できれば、１


















































【図表 26 コンピューター管理による 1 人暮らしへの関心の有無 














問 27 今後の生活＿新たな小規模ホームに期待する福祉サービス 





ど）」が各々43.1％、「文化・教養・娯楽活動」が 32.3％、「その他」が 4.6％であった。 
 
【図表 27-1 新たな小規模ホームに期待する福祉サービス :総数 68 人】 




















【図表 27-2 新たな小規模ホームに期待する福祉サービス：総数 68 人】 

















【図表 27-3 障害児者別：新たな小規模ホームに期待する福祉サービス】 









































【図表 27-4 医療的ケア必要度別： 
新たな小規模ホームに期待する福祉サービス】 












































































問 30 記入者自身について＿してみたいこと 
お母さんがしてみたいことは、「旅行」と「自分みがき」。         
ちょっと気になる「無回答」のお母さんたち。              





は 19.4％（12 人）あり、第２位の無回答の割合は 37.1％(23 人)に増加し、さらに第















旅行 21 33.9 旅行 13 21.0
趣味・習い事・勉強・スポーツ・資格 7 11.3 趣味・習い事・勉強・スポーツ・資格 12 19.4
時間を気にしないで行動したい・のんび
り・買い物 6 9.7 外出・コンサート 5 8.1
仕事 4 6.5 仕事 4 6.5






ボーっと過ごしたい 2 3.2 社会貢献・ボランティア 1 1.6
ゆっくり眠りたい 2 3.2 無回答 23 37.1






問 31 記入者自身について＿自分の介護の場 
5 割のお母さんが、老後は自宅で介護を希望。                   




ーム」が 7.5％、「グループホーム」が 6.0％、「その他」が 6.0％であった。 




















問 32 記入者自身について＿世代間支援 




「あまり助けてもらっていない」が 10.4％、「その他」が 4.5％であった。 












問 33 記入者自身について＿世代間支援 
 障害のある本人 1 人を除く 67 人の回答者に対して、障害のある子どもの介護を、そ
の子どもからみて祖父母にまかせたことがあるかについてたずねた。その結果、「自分
の母親」にまかせたことがある人が 52.2％でもっとも多く、次いで「親にはまかせた
ことがない」が 42.2％であり、「配偶者の母親」が 19.4％、「自分の父親」が 16.4％、
「配偶者の父親」が 7.5％であった。 
 
【図表 33 障害児の介護に関する祖父母の支援】 
















問 34 親離れ・子離れ＿世間一般 





































































































































宝 塚 市 に お け る 身 体 障 害 児 者 の  


























〈問合せ先 1〉関西学院大学 人間福祉学部社会福祉学科 杉野研究室 
〈問合せ先 2〉宝塚市社会福祉協議会 身体障害者支援センター 
〈協力〉宝塚市肢体不自由児者父母の会・宝塚市社会福祉協議会 
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問 3. お子様は、現在、何歳になりますか。満年齢でご記入ください。 
満（       ）歳 
 
 
問 4-1. お子様は、障害者手帳をもっていますか（１つだけに○印をつけてください）。 
1. もっている    →問 4-2 へ進んでください。 
2. もっていない   →問 5-1 へ進んでください。 
 
 















問 5-1. お子様は、障害者自立支援法の障害程度区分認定を受けていますか（１つ 
だけに○印）。 
1. 受けている    →問 5-2 へ進んでください。 
2. 受けていない   →問 6-1へ進んでください。 
 
 
問 5-2.(問 5-1で障害程度認定を「1.受けている」と答えた方のみお答えください。) 
お子様の障害程度区分は、次のうちどれですか（１つだけに○印）。 
 









問 6-1. お子様は、どのような相手に対しても、自分の意思を伝えることができ 
ますか（１つだけに○印）。 
1. できる  →問 7-1 へ進んでください。 
2. できない →問 6-2へ進んでください。 
 
 





問 7-1. お子様は、どのような相手でも、話していることを理解することができ 
ますか（１つだけに○印）。 
1. できる  →問 8-1 へ進んでください。 
2. できない →問 7-2へ進んでください。 
 





問 8-1. 現在、お子様は医療的なケアを必要としますか。 
＊医療的なケアの例は、問 8-2をみてください。 
1. はい    →問 8-2 へ進んでください。 
2. いいえ   →問 10 へ進んでください。 
 









8. その他（                           ） 
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問 9-1. 医療的なケアが必要なため、福祉サービスが利用できないという経験があり 
ますか。 
1. ある    →問 9-2 へ進んでください。 
2. ない    →問 10 へ進んでください。 
 













問 10. 現在、お子様のお住まいはどこですか。 
1. 親と同居 
2. その他（具体的に；                       ） 
 










































6. その他（                          ） 
7. 福祉サービスは利用していない  →問 16 へ進んでください。 
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8. その他（                            ） 
 
 
問 16. ご自宅でホームヘルパーを利用したことはありますか（１つだけに○印）。 
1. 今も利用している       →問 17へ進んでください。 
2. 以前は利用したことがある   →問 18へ進んでください。 
3. 今まで利用したことがない   →問 19へ進んでください。 
 
 
問 17. （問 16で「1.今も利用している」と答えた方のみお答えください。） 
  ホームヘルパーは、どれくらいの時間、どのようなことを頼んでいますか（具体的
にお書きください）。 







＊問 20 へ進んでください。 
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＊問 20 へ進んでください。 
 
 












＊問 20 へ進んでください。 
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1. 考えたことはない    
2. あまり考えたことはない 
3. ときどき考える     
4. いつも考えている    
5. 以前は考えていたが、今はあまり考えない 
6. 子どもはすでにひとり暮らしをしている 






1. ある    →問 23へ進んでください。 
2. ない     →問 24へ進んでください。 
 
 








7. その他（                            ） 
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6. その他（                           ） 
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